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メソポタミアにおける「祈祷呪術」と誓約
―「宗教」と「呪術」と「法」―





















① 第 1 期：1850–1925 年頃―『聖書』の起源追及
② 第 2 期：1925–1985 年頃―「実証的研究」


















































































































は Th. ジェイコブセン (1904–1993 年 ) が R. オットー（1869–1937 年）
の「聖なるもの」（Das Heilige, 1917）の概念をメソポタミア宗教理解に
取り入れることによって（Jacobsen 1976）、宗教研究が再び勢いを得たか




教研究に関しては、第 1 期、第 2 期の批判的検討を十分に行うことなく、
第 3 期の研究を充実させてゆくことはできないといえる。
3.　ランツベルガーと「祈祷呪術」
ベノ・ランツベルガー（1890–1968 年）は「第 2 期」のアッシリア学












1935 年にトルコに亡命し、アンカラ大学に職を得た。さらに 1948 年に
はアメリカに渡ってシカゴでアッシリア学を推進してゆく。前述したよ
うにオッペンハイムも同じくシカゴでアッカド語の辞書編纂に携わったが











は “incantation, spell” の意味とされる。11） なおシュメール語の tu6 は、
“exorcism; conjuration; magic ritual, spell; exorcistic formula” （Halloran 
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2006, 278）などと英訳されるが、アッカド語では šiptu が en2 ……tu6 に















ritual of incantation prayer、独語では Ritual der Gebetsbeschwörung か。
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想定された場合の対処法が書かれている。「アーシプ」は現在の辞書では
“sorcerer, magician; incantation priest, exorcist”（Black et al. 2000, 436）
とされている。「アーシプートゥ」（āšipūtu）という抽象名詞もあるが、
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水、川の水、・・・の水、［そして］排水溝の水を満たす。7 焙煎され























































9 彼はこれを 3 回唱える。そしてそれらの小像を ašāgu 茨の陰に埋め































かつてアッシリアの首都の 1 つであったニムルドから 1955 年に出土し
た 9 部の文書が D. J. ワイズマン（1918–2010 年）によって『エサルハ
ドン宗主権条約』（ʻThe Vassal-Treaties of Esarhaddonʼ）として 1958 年
に出版された（Wiseman 1958）。しかし後にこの文書を再編纂した筆者
は、この文書は「アデー」（誓約）と名付けられているのであり、また内
容から、アッシリア王エサルハドン（在位前 680–669 年）が前 672 年に
大量に発行した誓約文書の一部分であり、『エサルハドン王位継承誓約文
書』（Esarhaddonʼs Succession Oath Documents = ESOD）と呼ばれるべ




































ア）の神殿至聖所から 1 部の ESOD が発見され（「タイナト版」）、2012
年に公刊（Lauinger 2012）されたことにより、この文書の大量発行が裏















時のアッシリアには代官が治める属州が 70 余あった（Radner 2006）。一
人の代官がいくつかの属州の代官を兼任することもあったが、いずれに
してもそれぞれの任地の代官のために発行された約 70 部の ESOD 粘土板
に加えて、メディアの小領主たちをも含めた、アッシリアに服従する内外













































よって、約 692 行から成る ESOD の構成と構成要素が明らかになった。























り入れ、紀元前 8–7 世紀の公的記録はアッカド語とアラム語の 2 言語に




治世（前 704–681 年）にラブ・シャケ（rab šaqê）の地位にある高官が
エルサレムに来て、民に対してヘブライ語（ユダの言葉）でアッシリア王
の意向を告知したという記事（『旧約聖書』「列王記下」18:17–37）は興
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味深い。この記事の年代付けは明らかではないが、少なくともアッシリア
宮廷で語学教育が重んじられていた事実を反映しているのではないか（渡
















































































6.　ESOD の呪いの 2 種類
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ルに対して）とりなしの労をとらないように（ESOD 417–418 行、








































似たことが起こるという J. G. フレイザー（1854–1941 年）の類感呪術の
法則（フレイザー 2004, 61–131）を用いた呪いであるといえる。フレイ
ザー自身は、呪術自体を悪いものとはしていない。それは病気直しにも使























記」28:23–25 と ESOD 530–536 行; 渡辺 2015, 125 参照）。
「契約」（ベリート、tryb）であれ、「律法」（トーラー、hrwt）であ
れ、本質は誓約に基づくものであり、違反すれば呪いとしての災いが下さ




































































るという内容をもつ王碑文の一種であり（中田訳 2002, 167–171 参照）、
立派な石材に浮彫（レリーフ）と共に刻まれてシッパルのシャマシュ神殿
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の願望を表す」という意味で訳出することによる問題解決を提案した（渡







































































































くは渡辺 2007a 参照）。ESOD の呪いのなかにも、冥界での不幸を願う呪



















史第 1 期（上記 84 頁）から第 2 期の初期に位置づけられる「神話と儀礼
学派」（Bell 1997, 5-8 参照）は進化論的傾向をもっていた。その学派に
属するとされる S. H. フック（1874–1968 年）が考えたように古代宗教に
あった「神話と儀礼」、すなわち「言われること」と「行われること」の
組み合わせが後に分化した（Hooke 1935, v-vi; 1933 参照）のではなく、
本質的な組み合わせとして今日まで続いている。宗教史学の新たな課題の
一つはその組み合わせを一貫性のある方法で研究することである。




2） 『旧約聖書』との比較とその論議については渡辺 2004b; 2012; 髙井 2008 も参照。
また当時の宗教史学派の「宗教性」については久保田 2008 参照。
3） “Why a ʻMesopotamian Religionʼ should not be written,” Oppenheim 1977 (orig. 
1964), 172–183.
4） “This conceptual barrier, in fact, is more serious an impediment than the reason 
usually given, the lack of data and specific information. Even if more material 
were preserved, and, that in an ideal distribution in content, period, and locale, no 
real insight would be forthcoming — only more problems. Western man seems 
to be both unable and, ultimately, unwilling to understand such religions except 
from the distorting angle of antiquarian interest and apologetic pretenses. For 
nearly a century, he has tried to fathom these alien dimensions with the yardsticks 
of animistic theories nature worship, stellar mythologies, vegetation cycles, pre-
logical thought, and kindred panaceas, to conjure them by means of the abracadabra 
of mana, taboo, and orenda. And the results have been, at best, lifeless and bookish 
syntheses and smoothly written systematizations decked out in a mass of all-too-
ingenious comparisons and parallels obtained by zigzagging over the globe and 
through the known history of man.” Oppenheim 1977, 183; 渡辺 2009, 98 参照。
5） “Prayers in Mesopotamian religious practice are always linked to concomitant ritu-
als. These rituals are carefully described in a section at the end of the prayer which 
addresses either the praying person or the officiating priest — rather, “technician”—
in order to regulate his movements and gestures as well as the nature of the sacrifice 




7） のちに von Soden 1965–1981 として結実。シュメール語に関しては Landsberger 
1937– が重要。
8） のちに von Soden 1952 として結実。
9） フォン・ソーデンは、「（Gebetsbeschwörung は）私が知る限り B. ランツベルガー
に遡る名称である」と記している。von Soden 1957–1971, 168.
118   ｜
10） W. クンストマンによる『バビロニアの祈祷呪術』は、ランツベルガーの指導によ
る（Kunstmann 1932）。
11） Black et al. 2000, 376. ドイツ語では “Beschwörung” (von Soden 1965–1981, 
1247)。なおシュメール語の “en2, en3” の意味としてハロランは “time; enigmatic 




13） 「唱えること」に対するシュメール語による表題は KA.inim.ma（以前 inim.inim.
ma と読まれていたが、最初の文字の読み方が不確実のため、文字の名前とし
て大文字で KA と記される）。なおそれは “composition; incantation; wish; pan; 
wisdom, eloquence” の意味とされる（Halloran 2006, 132）。




15） ここに挙げる 4 例は Scurlock 2006, 183–186, No.3, No.4; 189–190, No.6; 208– 

















19） 祈りの研究としては棚次 1998 参照。さらに細田 2013 も参照。




講座　宗教』 全 10 巻、岩波書店。
市川裕／松村一男／渡辺和子編　2008–2009:『宗教史とは何か』上巻・下巻、リトン。
ウェーバー、マックス　1996:『古代ユダヤ教』（内田芳明訳）上・中・下、岩波書
店（Max Weber, Die Wiertschaftsethik der Weltreligionen: Das antike Judentum 
(orig. 1920). Schriften und Reden 1911-1920. Studienausgabe der Max Weber-







集』に見られる「エクスタシー」について論じた（大畠 1979; 1980; 1982; 渡辺
1992, 177 参照）。他方、B. L. マックは、「福音書の物語を神話と呼ぶような考え
自体、キリスト教徒にとっては忌まわしいことであり、学者にとっても同様であっ
た。（中略）福音書を神話として研究しようとすれば、新たな研究分野を切り開か
なければならない」と述べている（マック 2003, 16–17; 渡辺 2007b, 283 参照）。
21） ちなみにウェーバーは「イスラエル誓約同志共同態とヤハウェ」（die israelische 
Eidgenossenschaft und Jahwe） に つ い て 論 じ た（ ウ ェ ー バ ー 1996, 17–641）。
ウェーバーの「呪術論」、「宗教史論」については横田 2015; 高橋 2008 などを参照。
22） B. クリスティアンセンは、ヒッタイト語文書の呪い、祝福、誓約に関する研究書
の中で、呪いや祝福は日常的に用いられると言う。Chris tiansen 2012, 2 参照。
23） 青木 2012 参照。青木による『古代オリエントの宗教』は、古代オリエント史の最
初の約 3000 年を扱わず、古代のメソポタミアやエジプトの宗教にも、『旧約聖書』
の宗教にも触れることなく、「「聖書ストーリー」が突出した影響力をふるいだす紀
元前 2–3 世紀から、それがイスラームによって安定期に入る 13 世紀までのオリエ
ントの宗教史を扱う」（青木 2012, 9）ため、その書名が内容と合致していない。
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